
26北海道自治研究 ２０１９年８月（Ｎo.607）

探訪

�

　

北
海
道
の
屋
根
、
大
雪
山
系
の
北
東
山
麓
に
あ
る
遠
軽

町
白
滝
に
、
無
尽
蔵
の
黒
曜
石
（
こ
く
よ
う
せ
き
）
が
眠

る
赤
石
山
（
標
高
１
１
４
７
メ
ー
ト
ル
）
が
あ
る
。
埋
蔵

量
は
数
十
億
ト
ン
と
い
わ
れ
日
本
一
で
あ
る
。
白
滝
の
黒

曜
石
は
２
２
０
万
年
前
に
噴
火
し
た
溶
岩
が
急
速
に
冷
え

た
も
の
で
、
そ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
は
「
白
滝
ジ
オ
パ
ー
ク
交

流
セ
ン
タ
ー
」
で
詳
し
く
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。

　

黒
曜
石
は
十
勝
石
と
も
呼
ば
れ
、
薄
く
は
が
れ
る
よ
う
に

割
れ
て
鋭
利
な
刃
物
に
な
る
の
で
、槍
（
や
り
）
先
や
鏃
（
や

じ
り
）、
ナ
イ
フ
な
ど
の
石
器
に
加
工
さ
れ
た
。
北
海
道
で

は
擦
文
時
代
の
12
世
紀
ご
ろ
か
ら
鉄
が
使
わ
れ
る
が
、
石
器

は
材
料
が
手
に
入
り
や
す
い
の
で
、
そ
れ
以
降
も
長
く
使
わ

れ
た
。
特
に
皮
の
な
め
し
に
は
黒
曜
石
が
鉄
よ
り
優
れ
て
い

る
と
さ
れ
る
。
赤
石
山
の
南
側
を
東
西
に
流
れ
て
オ
ホ
ー
ツ

ク
海
に
注
ぐ
湧
別
川
の
河
岸
段
丘
な
ど
に
、
１
０
０
カ
所
ほ

ど
の
後
期
旧
石
器
時
代
の
遺
跡
が
分
布
し
て
い
る
。
３
万
年

前
～
１
万
２
千
年
前
、こ
こ
は
石
器
原
材
料
の
大
産
出
地
で
、

石
器
製
作
の
一
大
拠
点
だ
っ
た
の
だ
。

　

白
滝
の
遺
跡
群
は
１
９
５
０
年
代
か
ら
注
目
さ
れ
て
き

た
が
、
１
９
９
５
年
～
２
０
０
８
年
に
旭
川
・
紋
別
自
動

車
道
の
建
設
工
事
に
伴
う
大
規
模
な
調
査
が
実
施
さ
れ
、

20
遺
跡
、
約
14
万
平
方
メ
ー
ト
ル
か
ら
７
６
７
万
点
、
13

ト
ン
も
の
石
器
が
出
土
し
た
。
ほ
と
ん
ど
が
旧
石
器
時
代

に
属
し
、
99
％
以
上
が
黒
曜
石
製
だ
っ
た
。
こ
れ
ら
は
現

在
、
遠
軽
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
で
見
学
で
き
る
が
、
こ

の
と
き
の
調
査
で
は
当
時
の
人
々
の
住
居
跡
な
ど
生
活
の

痕
跡
は
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
。
だ
か
ら
定
住
す
る
こ
と
な

く
獲
物
を
追
っ
て
移
動
す
る
遊
動
生
活
を
送
っ
て
い
た
の

で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　

気
候
が
温
暖
に
な
り
定
住
生
活
が
始
ま
る
の
は
１
万
５

千
年
ほ
ど
前
か
ら
の
縄
文
時
代
と
さ
れ
る
が
、
大
阪
や
神

奈
川
で
は
、
２
万
年
前
の
竪
穴
式
住
居
跡
が
発
掘
さ
れ
て

い
る
か
ら
５
千
年
も
早
い
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
よ
う
だ
。
よ

ほ
ど
気
候
や
食
料
に
恵
ま
れ
た
の
だ
ろ
う
。
旧
石
器
時
代

の
人
骨
が
少
な
い
の
は
、
日
本
は
火
山
灰
に
よ
る
酸
性
土

壌
が
多
く
、
分
解
さ
れ
て
し
ま
う
た
め
と
思
わ
れ
る
。

　

話
を
石
器
に
戻
す
が
、
膨
大
な
石
器
の
破
片
を
接
合
し

て
復
元
す
る
と
石
器
の
製
作
方
法
が
分
か
る
。
白
滝
遺
跡

群
で
は
、
北
海
道
内
の
ほ
ぼ
す
べ
て
の
石
器
群
が
出
土
す

る
の
で
、
い
ろ
い
ろ
な
地
域
か
ら
石
器
製
作
者
が
頻
繁
に

訪
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
白
滝
の
黒
曜
石
を
使
っ
た

石
器
は
、
道
内
は
も
ち
ろ
ん
青
森
の
縄
文
遺
跡
・
三
内
丸

山
遺
跡
や
サ
ハ
リ
ン
な
ど
で
も
使
わ
れ
て
い
る
。さ
ら
に
、

は
る
か
シ
ベ
リ
ア
や
ア
ラ
ス
カ
に
も
共
通
す
る
製
造
法
が

見
ら
れ
、
白
滝
の
黒
曜
石
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
非
常
に
広
範

囲
に
お
よ
ぶ
。

　

当
時
の
人
々
は
、
い
つ
ど
こ
か
ら
来
て
、
ど
ん
な
暮
ら

し
を
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
人
類
が
東
ア
ジ
ア
か
ら
３
つ

の
ル
ー
ト
で
日
本
に
や
っ
て
き
た
の
は
３
万
８
千
年
前
以

降
と
さ
れ
る
。
白
滝
で
石
器
作
り
が
始
ま
る
３
万
年
前
は

氷
河
期
で
海
水
面
が
低
く
、
北
海
道
と
サ
ハ
リ
ン
、
ユ
ー

ラ
シ
ア
大
陸
は
陸
続
き
だ
っ
た
。
北
海
道
は
い
ま
よ
り

遠軽町埋蔵文化財センターの展示室には重要文化財である「北
海道白滝遺跡群出土品」が展示されている。石器１４２３点、
接合資料４３５組、合計１８５８点で、旧石器時代のものだ。
膨大な量の石器の破片を組み合わせて復元する接合資料作りは
気が遠くなるほど根気のいる仕事だ
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ず
っ
と
寒
冷
で
乾
燥
し
、
草
原
が
広
が
っ
て
い
た
。
マ
ン

モ
ス
や
ナ
ウ
マ
ン
ゾ
ウ
、
ヘ
ラ
ジ
カ
、
バ
イ
ソ
ン
な
ど
の

大
型
獣
を
追
っ
て
、
人
々
は
大
陸
か
ら
北
海
道
に
や
っ
て

来
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　

２
万
年
前
か
ら
地
球
は
だ
ん
だ
ん
温
暖
に
な
り
海
面
は

上
昇
。
森
林
が
発
達
し
、
海
で
は
採
集
し
や
す
い
貝
な
ど

が
繁
殖
す
る
。
大
型
獣
は
絶
滅
す
る
が
、
狩
猟
・
採
集
・

漁
労
な
ど
を
組
み
合
わ
せ
た
定
住
型
の
生
活
に
な
り
竪
穴

式
住
居
が
増
え
た
。
そ
こ
に
土
器
が
作
ら
れ
、
煮
炊
き
や

種
子
の
貯
蔵
が
飛
躍
的
に
発
達
す
る
。
縄
文
時
代
（
新
石

器
時
代
）
の
到
来
だ
。
素
早
い
動
き
の
小
動
物
を
射
る
弓

に
使
う
黒
曜
石
の
鏃
が
作
ら
れ
る
。
村
が
形
成
さ
れ
、
日

本
列
島
の
旧
石
器
人
は
、
長
い
年
月
を
か
け
て
適
応
し
、

縄
文
人
に
な
っ
て
い
っ
た
よ
う
だ
。　
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